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第Ⅱ部 鉄生産と信仰 
































































































































（舟山 2008）。舟山編年と暦年代の関係は、「舟山ⅢA 期が６世紀中頃、ⅢB 期が６世紀後半、Ⅳ
A 期が６世紀末～７世紀初頭、ⅣB 期が７世紀前半、Ⅴ期が７世紀中頃、Ⅵ期が７世紀後半、Ⅶ
A 期が８世紀前半、ⅦB 期が８世紀後半、Ⅷ期が９世紀前半」と認識する。 
また、牛頸産須恵器供給範囲外の広域での様相を把握する際には、陶邑編年と飛鳥編年を用い
る（田辺 1981、西 1986）。舟山編年と陶邑編年の併行関係は、「舟山ⅢA 期が TK10 型式期、舟



















































































































































































































































































【八熊製鉄遺跡炭窯(第３図)(志摩町 1982)】 本炭窯は本稿の製炭土坑に該当する。床面約 1m
×約 0.8m の方形で、深さは約 0.3m である。壁面は全体に被熱痕跡がある。土坑内部からは、原
形を残した木炭が検出された。木炭は太いもので径 20cm 前後、細いもので径 5cm 前後である。
木材は井桁状組まれていた可能性がある。樹種鑑定はなされていないが、カシ類として報告され 




第 1 図 製炭遺構の分類 
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ている。 
【脇山 A 遺跡第 4 次調査第 3 地点 SX04(福岡市 1992)】 SX04 は床面 1.2×0.7m の方形で、深
さは約 0.4m ある。壁面には被熱痕跡がある。木炭は直径 5～6cm 程度の丸木材が多く、長軸方
向に伏せて重ねられていた。土坑床面には屑状の炭化物層が堆積している。 
【脇山 A 遺跡第 4 次調査第 1 地点 SX19(福岡市 1992)】 SX19 は床面約 1.2×0.7m の方形で、
深さは約 0.2m 残る。坑内の木炭層は 2 層に分かれており、上層は径 3～5cm の丸材や割材、下
層は小指大の屑材や粉末状を呈している。 
【上広瀬遺跡 1 区 SK03(第４図)(福岡市 2007)】 製炭土坑では珍しく 3 基がほぼ同一地点で切
りあっている。2 回目に操業された SK03 は床面 1.04×0.84m の方形で、深さは約 0.4m ある。




【脇山 A 遺跡第 19 地点焼土壙 SX01(福岡市 1992)】 本焼土壙は本稿の製炭土坑に該当する。
土坑上面の大きさは直径約 1.5m、土坑床面の大きさは直径約 0.75m、深さ約 0.25m となる。壁
面には全体に被熱痕跡がある。土坑内には直径 5～10cm、最大長 60～70cm の木炭が環状に配置
されていた。 
③略三角形製炭土坑 
【千田町遺跡 3 号焼土坑(第５・６図)(志摩町 1998)】 本焼土坑は本稿の製炭土坑に該当する。
土坑は長軸 1.4m×最大幅 0.9m の平面略三角形で尖部を斜面下に向ける。土坑の深さは斜面上側






【中山遺跡 2 区 SK-01(第７図)(福岡市 2001)】 半地下式木炭窯として報告された遺構で、本稿





【八尋遺跡群 E－31 焼土坑(第８図)(鞍手町 1994)】 本焼土坑は本稿の製炭土坑に該当する。土
坑は等高線に平行して配置される。長軸約 4.1m×短軸約 1.3m の大型長方形の土坑で、土坑の深
さは約 0.8m となる。被熱は四つの壁面すべてに見られる。炭化物は床面全体に約 0.2m の厚さ
で堆積する。 
【八尋遺跡群 C－39 焼土坑(第８図)(鞍手町 1994)】 本焼土坑は本稿の製炭土坑に該当するが、 







第 3図 八熊製鉄遺跡 
第 4図 上広瀬遺構 1区 SK03 
第 5 図 千田町遺構 1 号焼土坑 
第 6 図 千田町遺跡の製炭土坑群と灰原状遺構 







第 7 図 中山遺跡 2 区 SK01・02 
第 8 図 八尋遺構群 C 39‐ ・E-31 焼土坑 
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明確な煙道をもつ。このため、築窯製炭技術と非築窯製炭技術の折衷形となる。土坑は等高線に
平行して配置される。長軸約 6.8m×短軸約 1.2m の大型長方形の土坑で、土坑の深さは斜面上側













三角形製炭土坑は、最小のものが長軸約 0.6ｍ×短軸約 0.4ｍで、最大のものが長軸約 1.8ｍ×短
軸約 1.2ｍとなる。深さは約 0.4m となる。大型長方形製炭土坑は、最小のものが長軸約 3.6m×
短軸約 1.2m で、最大のものが長軸約 7.3m×短軸約 0.8m となる。遺構の深さは約 0.8m の一群
と、深さ 0.4m 未満の浅い一群もある。このため、同じ平面形態でも操業方法が坑内製炭に近い


















































































については、本章第 3 節の分類案に沿った分類を併記している。 
 
（１）横口付炭窯 





が大きく、現状では大塚遺跡(7c 前)を初現として、鋤先製鉄 A 遺跡(8c 前)の年代幅が考えられる。 
操業実態 同一遺跡内に製鉄炉や製錬滓が出土する事例が大半で、近接する製鉄炉へ燃料を供
給している。また、製鉄炉の数は最大でも数基程度で小規模な工房が多い。 
【鋤先製鉄 A 遺跡（福岡市）】 鋤先製鉄 A 遺跡では、横口付炭窯と製鉄炉が検出されており、
その操業実態が把握できる。今津湾南岸に位置する鋤先製鉄 A 遺跡(福岡市)は、古墳群や集落と
重複した複合遺跡である。製鉄関連遺構には、横口付炭窯 1 基、製鉄炉（箱形炉Ⅰ－３類）1 基、
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鉄滓集積遺構 1 基、製炭土坑 18 基(方形 6、略三角形 12 基)、がある。なお、本遺跡の眼前には、
4 世紀の前方後円墳である鋤先古墳がたたずむ。 
古墳群は 6 世紀前半から築造を開始し、おおよそ 7 世紀前半までに群集墳を形成する。その後、
8 世紀初頭まで追葬や終末期小円墳の築造を行っている。また、集落は削平が多く全体像は不明
























製錬炉がＡＤ680±20 年、木炭窯がＡＤ670±30 年となることからも同時並存が傍証されている。 
操業実態 製鉄炉への燃料供給を目的として、同一工房内で操業されている。登窯式炭窯自体
も製鉄炉と近接した場所に設置される。 




ており、残存長は約 5.0ｍとなる。焚口の左右の壁には、3 ないし 4 個の石を積み、その上に天
井石をのせて石組みの焚口をつくる。工房の周囲には方形製炭土坑も 10基操業されており、製 
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第 9 図 鋤先製鉄 A 遺跡 























跡 13 区炭窯 SX101 は、AMS 測定では AD1150～1220 の年代が提出されている。また、牛頸窯













陵上に位置する。とくに 7～9 世紀代の製炭土坑は製鉄遺跡の近辺に分布する事例が多い。 
操業時期 製炭土坑は、主に 7 世紀～13 世紀にかけて操業されている。全期間を通じてその主









【元岡・桑原遺跡群(第 11 図)（福岡市）】 元岡・桑原遺跡群が位置する糸島半島は、今津湾の
北側にあり、半島全体が急峻な山地や丘陵部からなっている。古代の製鉄遺跡群は、丘陵を侵食
した谷部の各所に展開している。製炭土坑もこれらの製鉄遺跡群と重複するように、丘陵各所に
点在している。元岡・桑原遺跡第 31 次調査地点では、鍛冶炉 21 基、焼土坑 17 基が検出された。
鍛冶炉の多くは調査地点東側の掘建柱建物群に伴っており、この一角が鍛冶工房となる。その隣
接地には瓦窯 1 基が位置しており、同じ 9 世紀の操業である。本遺跡では緑釉陶器や土製印章な
どの特殊遺物が複合的に出土しており、官営工房の一つであると認識できる。本調査地点には製
鉄炉は無く、鍛冶と瓦生産に特化した工房となる。 















7 世紀前半と 8 世紀後半の二時期に製鉄関連遺構群が操業される状態にある。7 世紀前半には横
口付炭窯と製鉄炉の廃滓溝が、8 世紀後半には斜面横置きの製鉄炉（箱形炉Ⅲ類）が検出されて
いる。 
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第 10 図 宝満山遺跡 
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第 11 図 元岡・桑原遺跡群第 31 次調査地点 
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第 12 図 大塚遺跡 
第 13 図 広石遺跡群 C 地点 SK4 
第 14 図 金武遺跡群 


















【内野・脇山・釜石地区遺跡群(第 15～17 図)（福岡市）】 峯遺跡・広瀬遺跡・上広瀬遺跡・脇
山Ａ遺跡は、早良平野を貫流する室見川の上流域の背振山山麓から広がる扇状地に位置する。 



























第 15 図 広瀬遺跡 
第 16 図 脇山 A 遺








第 17 図 上宮東門寺と脇山・谷口遺跡 













製炭土坑群の構成は、広瀬遺跡(方形 15基、円形 9 基、大型長方形 3 基)、上広瀬遺跡(方形 90


















次林化している。また、梅頭遺跡 4 次調査 1 号窯跡の調査では、直径 20cm くらいの大型の燃料
材を含み、周辺森林を皆伐するような形で窯焚きがおこなわれた可能性が指摘されている。つま
り、6 世紀～7 世紀中頃の大型窯（全長 10m 前後、焚口幅 2m 程度）の操業段階では周辺の森林
伐採が急激に進み、窯跡群もより森林資源が豊富な山間部へと移動していく状況にある。 
7 世紀後半以降に増加する小型の窯（全長 5m 以下、焚口幅 1m 以下）では、径の細い燃料材
も積極的に使用した可能性が指摘されている。須恵器窯の燃料は、樹種鑑定によるとコナラ属ア
カガシ亜属やシイ属が主体的に用いられており、6～8 世紀まで窯で消費される燃料材の樹種構成






【牛頸後田古墳群(第 18 図)（大野城市）】 牛頸後田古墳群は、同時期(7 世紀初頭)の窯跡が集中




の築造からあまり時間差をおかずに製炭がなされたと判断できる。2 号墳は 7 世紀初頭に築造さ
れ、7 世紀後半まで追葬を行っている。 
【牛頸塚原遺跡(第 19 図)（大野城市）】 牛頸塚原遺跡は、まず 5 世紀後半～6 世紀中頃にかけ












【八尋遺跡群(第 20 図)（鞍手町）】 本遺跡は遠賀川西側にあり、西山山系から伸びた舌状台地
上に位置している。調査地点は、計 12 箇所に及び総数 227 基の焼土坑が検出された。検出遺構
数が多いため、ここでは本遺跡群の製炭土坑の概略をまとめ、遺構の重複関係からある程度の時








 F 地点ｂ地区では、8 世紀中頃に須恵器窯 1 基が操業される。掘立柱建物群と竪穴住居も同時
期の遺構群と考えられる。製炭土坑はこの堀立柱建物群や須恵器窯の前庭部で重複する状態で検 




第 18 図 牛頸後田古墳群 
第 19 図 牛頸塚原遺跡群 









第 20 図 八尋遺構群 



























炭窯」が製炭遺構の主体となる(安間 2007)。製炭土坑は 8 世紀には出現しており、大半が方形製
炭土坑となる。 
【久田地区遺跡群(第 21 図)（岡山県）】 和銅 6 年(713 年)、備前国から 6 郡が割かれて美作国
が成立した。久田地区遺跡群が所在する一帯は、「苫田郡能鶏郷」に比定されている。また、岡山
三大河川の一つ吉井川流域には、胃袋状を呈するやや広まった平野が散在し、主要な生活の場や
交通路となっている。本稿が注目する久田地区も、比高 100～300m の山々に囲まれた幅 200～






- 34 - 
 







1 基、製炭土坑 4 基が検出された。横口付炭窯は焚口作業面北側から出土した須恵器坏身から 7
世紀後半の時期が想定されている。また、出土木炭片はコナラ属アカガシ亜種とクマシデ属イヌ
シデ節との鑑定結果が出されている。製炭土坑は方形製炭土坑 2 基と円形製炭土坑 2 基で構成さ
れている。方形製炭土坑 1 基は横口付炭窯廃絶後に堆積した地山風化土から切り込まれるため、
7 世紀後半以後の時期と特定できる。また、埋土中に鉄塊系遺物が 1 点出土しており、付近に鍛
冶遺構が存在した可能性が高い。 
 城峪城跡も室町時代前半の山城である。本遺跡では、横口付炭窯 1 基と製炭土坑 2 基が検出さ
れている。他の焼土坑 5基も製炭土坑の可能性があるが、遺構上部の削平が大きく判別が難しい。
なお、本遺跡では製鉄炉(円筒形)1 基も検出されており、須恵器坏身から 7 世紀の操業が想定さ
れる。また、炉の下部構造に充填された木炭の樹種は、コナラ属コナラ亜種クヌギ節、クマシデ
属イヌシデ節、コナラ属アカガシ亜属と鑑定されており、C14 年代測定では 770±70 年以前との
結果が出ている。横口付炭窯は検出段階で、8 世紀代の須恵器坏蓋 1 点が出土しており、製鉄炉
との有機的な関係が注目される。少なくとも、７～8 世紀では本丘陵が燃料供給域として認識さ
れていたと考えられる。方形製炭土坑 2 基は遺物が出土していない。なお、製炭土坑が密集する
下方斜面に、焼土が南北 2.1m、東西 98cm の幅で厚さ 10cm 程度堆積しており、製炭土坑の操業
痕跡の可能性が高い。 


































る状況にある。金沢地区では 7 世紀中頃から 10 世紀前半にかけて 153 基の炭窯が調査されてお
り、製炭土坑も約 600 基が検出されている。また、武井地区では 135 基の炭窯に対し、76 基の
製炭土坑が検出された。その主体となるのも、やはり方形製炭土坑である。なお、製鉄関連遺構












【朴サク D 遺跡（福島県）】 本遺跡は福島県浜通り地方のほぼ中央、阿武隈高地東縁の丘陵地
上に位置する。平安時代(9 世紀後半～10 世紀初頭)の製鉄関連遺構群が検出されており、生産拠
点が内陸部へと移動した時期の遺跡となる。遺構の種類は、登窯式炭窯 8 基(未完成 3 基)、製炭
土坑(方形)18 基、竪穴住居 3 軒である。谷の入り口に竪穴住居、谷の奥斜面に木炭窯、全体に拡


















































































































































































































中するのは、8 世紀に操業された糸島半島の元岡・桑原遺跡群である。第 12 次調査地点では、同















（24 次）・大原 D 遺跡、筑後川中流域の長田遺跡、周防灘沿岸の松丸 F 遺跡で検出されている。
以下では、これらの砂鉄貯蔵穴を比較検討する。 
まず砂鉄貯蔵穴の規格を比較する。八熊製鉄遺跡の砂鉄貯蔵穴は、長軸 0.55ｍ×短軸 0.46ｍの
方形土坑と長軸 0.3m×0.2m の円形土坑の二つで、深さは 0.14m～0.2m 程度である(第 27 図)。
元岡・桑原遺跡群第 24 次調査の砂鉄貯蔵穴は、直径 0.45ｍと直径 0.40m の楕円形土坑二つで、
深さは 10～15 ㎝である。長田遺跡の砂鉄貯蔵穴は、長軸 0.55ｍ×短軸 0.5ｍの方形土坑で、深
さは 0.15ｍ程度である(第 29図)。松丸 F 遺跡の砂鉄貯蔵穴は、長軸 0.7m×短軸 0.55ｍの楕円形
土坑で、深さは 0.12m 程度である(第 23 図)。したがって、九州北部で見られる砂鉄貯蔵穴の規
模は、ほぼ同じであることが分かる。 
次に砂鉄貯蔵穴内に残された砂鉄の重量を比較する。元岡・桑原遺跡は約 21.3kg、長田遺跡は
















































































































【箱形炉Ⅰ－４類】：宝満山遺跡 2 号炉 
 基本的な構造は箱形炉Ⅰ－３類と同じであるが、斜面に対する炉の配置が異なる。宝満山遺
跡 2 号炉では、斜面に対して平行に製鉄炉が築かれている。 
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【松丸 F 遺跡(第 23 図)（築上町）】 
 本遺跡は、英彦山山系から八ツ手状に周防灘に伸びた谷筋内に位置する。検出された製鉄関









【元岡・桑原遺跡群(第 24 図)（福岡市）】 
 本遺跡群は糸島半島東部の丘陵地帯に位置する。この丘陵地帯には枝状に浸食された狭い谷
が数多く入り込んでおり、製鉄炉が密集して検出された第 12 次調査地点の南面にも、この小
河川（大原川）が東流する。第 12 次調査地点で検出された遺構は、製鉄炉 27 基と製炭土坑 5
基（方形 3 基、略三角形 2 基）で、谷部には膨大な量の鉄滓が廃棄されていた。 
 製鉄炉は箱形炉Ⅰ－1 類（元岡Ⅰ類）、Ⅱ－1 類（元岡Ⅱ類）、Ⅲ類（元岡Ⅲ類）の 3 種類が










 本製鉄工房の操業時期は、谷部での排出鉄滓上部に堆積した層位の年代から 9 世紀以前の操
業が確実視される。また、製鉄炉周囲から出土した土器から、8 世紀中頃～後半にかけての操
業が想定されている。 
【金武乙石遺跡・都地泉遺跡・都地遺跡(第 25・26 図)（福岡市）】 
 本遺跡群は飯森山と西山に挟まれた扇状地上に位置する。都地遺跡・都地泉水遺跡・金武乙
石遺跡は隣接しており、同一地域内に展開した製鉄工房群と評価できる。検出された製鉄炉は
金武遺跡群 9 基、都地泉水 8 基、都地遺跡 1 基である。製鉄炉の周囲には方形製炭土坑が数多
く分布するが、横口付炭窯等の築窯製炭遺構は未検出である。 
 まず、製鉄炉の構成を緩斜面下方に位置する遺跡から順に見る。最も標高の低い都地遺跡は
Ⅰ－3 類と思われる製鉄炉が 1 基検出されている。都地遺跡から緩斜面を登った都地泉水遺跡
ではⅠ－１類が 4 基、Ⅰ－2 類が 1 基、Ⅱ－１類が 2 基となる。そして、最も標高の高い場所










上は古墳時代の遺跡が希薄で、首長墓である金武乙石 H－1・2 号墳（7 世紀前半）とその周囲





 製鉄炉出土須恵器と遺跡全体の遺物相を見ると、製鉄工房の操業時期は 8 世紀後半を中心と
したものと考えられる。 
【八熊遺跡(第 27 図)（糸島市）】 
 本遺跡も元岡・桑原遺跡群と同様に糸島半島の丘陵地帯に位置する。検出された製鉄関連遺
構は、製鉄炉 4 基、砂鉄貯蔵穴 1 基、製炭土坑 3 基で他に竪穴状遺構が複数ある。谷部には大
量の鉄滓が廃棄されていた。 




第 23 図 松丸 F 遺跡 





第 25 図 金武遺跡群① 






- 52 - 
 
製鉄炉は箱形炉Ⅰ－3 類が 1 基、箱形炉Ⅲ類が 3 基の 2 種類が検出されている。箱形炉Ⅰ－3










【丸ヶ谷製鉄遺跡(第 28 図)（北九州市）】 
 本遺跡は高尾山東側山麓に所在する。調査範囲は限定的で、調査範囲のみで製鉄工房が完結













【長田遺跡(第 29 図)（朝倉市）】 
 本遺跡は筑後平野の麻底良山から南に派生した尾根上に位置する。本遺跡では製鉄関連遺構





は 8 世紀前半となる。 
【狐谷遺跡(第 30 図)（荒尾市）】 
 本遺跡は有明海に面した小岱山西麓の丘陵部に位置する。本遺跡では製鉄関連遺構として、
鞴座を付属した製鉄炉 2 基と鍛冶炉 2 基、円形製炭土坑 11 基が検出された。 




第 28 図 丸ヶ谷製鉄遺跡（略測図） 






































各箱形炉の存続時期を整理すると、箱形炉Ⅰ－1・2 類が 8 世紀中頃～後半、箱形炉Ⅰ－3・4
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錬滓）は 6 世紀後半～7 世紀中頃の群集墳に大量に持ち込まれている状況にある。この九州北
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どの大宰府条坊周辺には、登窯式炭窯も導入されている。 


















跡で登窯式炭窯 1 基が確認されているのみである。 
【竪形炉の普及期(９世紀～13 世紀)】 
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の双方から、鉄生産の地域性をさらに詳細に検討できる。 
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「5 世紀中葉の段階までは古墳周溝に多く供献されていたのに対し、供献の風習が広まる 5 世紀
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 長屋伸氏は鋤崎古墳群 A 群の鉄滓を詳細に観察した結果、7 世紀後半以降(最終追葬以降)の段















































































































   A：埋葬施設内(α：棺内、β：棺外) 































【清堂洞４号木棺墓（第 32 図）(忠清北道天安市)】 
 墳丘は無い。木棺直葬墓で北西部方向は削平される。出土した無文土器甕から 3 世紀の造営で
ある。 
 鉄滓は、木棺墓掘り方の小口側から出土した無文土器甕の内部から 3 点出土した。出土状況か
ら、甕は埋葬時に木棺上部に置かれたものが、木棺の陥没により墓壙内に落ち込んだとされる。 
【縣洞 50 号土壙墓(慶尚南道馬山市)】 






【植附遺跡（第 33 図）(東大阪市)】 
本遺跡は大阪平野末端の生駒山地西麓沿いに所在する複合遺跡である。本遺跡は古墳時代中期
から後期にかけては墓域として使用され、調査区内には 7 基の小型低方墳がある。いずれも墳丘
上部を削平されている。1 号、2 号墳出土須恵器は 5 世紀中頃（TK216 型式）のものを含み、4
号墳出土須恵器は 7 世紀初頭（TK209 型式）を含むため、墓域としての存続期間は長い。 





鉄滓は周溝南隅から馬の上顎骨、鉄鏃、不明鉄製品 (馬具？ )とともに 1 点出土した。
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第 32 図 清堂洞 4 号木棺墓 
第 34 図 寺口忍海 E－12
第 33 図 植附遺跡 1 号墳 第 35 図 田辺 4 号
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【寺口忍海古墳群（第 34 図）(葛城市)】  
本古墳群は奈良盆地南西部の二上山山系の丘陵上に位置する。本古墳群は 188 基以上の古墳で
構成される大規模群集墳である。発掘調査がなされたのは、D 地区 7 基(１～4、25、27、30 号
墳)、E 地区 15 基(1～3、5、7～12、16、18～21 号墳)、H 地区 41 基(１～41 号墳)の計 63 基で
ある。未調査区の古墳も踏査により、横穴式石室墳を主体とすることが分かっている。 
鉄滓が出土したのは E－8、10、12 号墳と、H－2、22、29、30、36 号墳の計 8 基で、比較的
狭い範囲に鉄滓出土古墳が集中する。鉄滓出土古墳は出土須恵器から、おおむね 6 世紀末～7 世
紀前半（TK209 型式期）にかけて築造され、7 世紀中頃（飛鳥Ⅱ期）まで追葬が続く。ただし、




E－12 号墳(YA－αβ) 墳丘は直径約 10m の円墳である。内部主体は両袖横穴式石室で非常
に良好な状態で遺物が遺存していた。出土須恵器から 7 世紀初頭～中頃（TK209 型式期～飛鳥Ⅱ
期）の造営である。 
 鉄滓は A 号棺(4点)、D 号棺(1 点)、E号棺(2 点)、羨道部(5点)出土した。 




鉄滓が出土したのは 1 号(7c 前・YB－2α)と 4 号墓のみである。 
田辺 4 号墓(KA) 墓壙は 70 ㎝×50 ㎝で隅丸長方形を呈し、深さ 20 ㎝を測る。上部は削平を
受け、一部に盛土の痕跡が残る。床面には木炭を敷き詰めており、その面から少量の骨片と鉄釘
6 本が出土し、木櫃の埋置が想定される。出土須恵器から 8 世紀前半の築造である。 
 鉄滓 1 点が木炭層内より、須恵器片とともに出土し、本遺構に伴うと判断する。ただし、木櫃
内に入れられたかについては不明である。 
 ＜小結＞ 







 その後、鉄滓出土古墳が増加するのは 6 世紀後半以降で、７世紀が中心となる。その主体は、
生駒山麓・奈良盆地の大型群集墳(赤坂・巨勢山・寺口忍海・太平寺)で、特定の群集墳・支群に
集中する点が重要である。また、畿内地域の一般的な鉄滓出土位置は、横穴系埋葬施設内(YA)で、 









第 37 図 押入西 1 号墳 
 
 












【竹島御家老屋敷古墳（TA）(新南陽市)】 墳丘は全長 56m の前方後円墳である。内部主体は
竪穴式石室であるが、明治期の盗掘により残存しない。出土した三角縁神獣鏡から古墳時代前期
(4 世紀前半)の築造である。 
 鉄滓は内部主体より 1 点出土したとされる。 
【押入西 1 号墳(TB－2・第 37 図)(津山市)】 本墳は加茂川西岸の低丘陵上に単独で所在する。
墳丘は直径約 12.5ｍの円墳で盛土の流出が若干認められる。内部主体は木棺直葬 1 基のみで撹乱
は無い。主体部出土土師器は明らかに初期須恵器を模倣したものであり、墳丘須恵器大甕も
TK216 型式で、5 世紀中頃の築造である。 










鉄滓は 4、5、6、9 号墳から出土した。また、8 号墳から小鉄塊 1 点が出土した。いずれも、
内部主体やその墓坑からの出土である。 
長畝山北 4 号墳(TA－α) 墳丘は直径約 12ｍの円墳である。内部主体は木棺直葬 1 基のみで、盗
掘坑があるが、遺物の出土状況は良い。出土須恵器、埴輪(Ⅴ期Ⅴ群系)から 6 世紀初頭（TK47
型式期）の築造である。 
 鉄滓は玉類に混じって小片が 15 点出土した。 
長畝山北 6 号墳(TA－β) 墳丘は直径約 11ｍの円墳である。内部主体は木棺直葬 1 基のみで、若
干の盗掘を受けるが、遺物の残りは比較的良い。出土須恵器から 5 世紀後半（TK47 型式期）の
築造である。 






第 38 図 長畝山北古墳群 
第 39 図 六ツ塚 3 号墳 





第 40 図 河部上原 1 号墳 
第 41 図 備中こうもり塚古墳 
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 鉄滓は木棺外部の墓壙から 43 点の小片がまとまって出土した。 
長畝山北 9 号墳(TA) 墳丘は直径約 15ｍの円墳である。内部主体は木棺直葬 5基(第 1～5主体部)
である。墳丘中央部に盗掘坑があるが、主体部床面に届く深さのものはない。出土須恵器から 5
世紀後半（TK47型式期）の造営である。また、出土遺物に算盤玉形土製紡錘車が含まれる。 
 鉄滓は第 1 主体部から小片 8 点が出土し、第 2 主体部からも小片 1 点が出土した。 
【六ツ塚古墳群（第 39 図）(津山市)】 本古墳群は吉井川と加茂川の合流地点付近の丘陵先端部





六ツ塚 1 号墳(TA と TB－2) 墳丘は直径約 17m の円墳に 4m 四方の造出をもつ造出付円墳で
ある。内部主体は墳頂部に 2 主体、造出に 1 主体、北側墳裾に 1 主体で計 4 つある。いずれも木
棺直葬の墓制をとり、各主体部出土須恵器はあまり時期差がない。墳丘には葺石が巡り、各種埴




六ツ塚３号墳(TA－α) 墳丘は直径約 14m の円墳である。内部主体は A・B・C の計 3 つの木
棺直葬墓である。出土須恵器の検討から 6 世紀前半から中頃にかけての造営である。 
鉄滓は内部主体の 3 基の木棺床面から出土した。A・B 木棺は 6 世紀前半、C 木棺は 6 世紀中
葉である。 
【河部上原遺跡（第 40 図）(津山市)】 
 本遺跡は加茂川左岸の観音山から派生する丘陵の頂部に位置し、計 3 基の円墳が検出された。
鉄滓が出土したのは１、3 号墳である。3 号墳(TA)からは、破砕された鋳造鉄斧 2 点も出土する。 
河部上原 1 号墳(TA) 墳丘は埋葬に伴い計 2 回の拡張が行なわれ、最終的に直径約 17ｍの円墳
となる。内部主体は第 1 主体が木棺直葬墓（1－a号墳）、第 2 主体が木棺直葬墓(１－b 号墳)、第
3 主体が木棺直葬墓(１－c 号墳)、第 4 主体が礫槨墓(１－d 号墳)の計 4 基である。出土須恵器と
埴輪から１－a 号墳、１－b 号墳が 6 世紀前半(MT15 型式期)に、１－c 号墳が 6 世紀中頃(TK10
型式期)に築造されたと判断できる。 
 鉄滓は第 3 主体から 2 点(鍛錬鍛冶滓)が床面で出土した。また、第 4 主体から鉄塊(半製品)2 点
が出土した。 
【大開古墳群（第 42 図）(津山市)】 
本古墳群は低丘陵上の尾根平坦面に密集して作られた 4 基の円墳からなる。尾根上の最高所に
まず 2 号墳を築造する。その後、順次南西の低い側に 3 号墳、4 号墳、東側に 1 号墳を築造する。 
鉄滓は 4 基すべての古墳から出土し、いずれも周溝床面から遊離した状態で検出された。 
大開 1 号墳(TB－2β) 墳丘は直径約 10ｍの円墳である。内部主体は木棺直葬 1 基のみで撹乱
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第 42 図 大開 1 号墳 
第 43 図 畑ノ平古墳群 
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は無い。出土須恵器から 6 世紀中頃（TK10 型式期）の築造である。 
 鉄滓は周溝内北西側を中心とした範囲から、13 点が比較的まとまって出土した。いずれも周溝
床面から 10 ㎝以上浮いた状態で出土する。 
【備中こうもり塚古墳(YA－β・第 41 図)(総社市)】 
 本古墳は備中国分寺跡と同国分尼寺跡との中間地点の台地上に位置する。墳丘は全長 100ｍ以
上の前方後円墳である。内部主体は単室両袖横穴式石室で、盗掘を受ける。出土須恵器から 6 世
紀中頃（TK10 型式期）から 7 世紀初頭（TK209 型式期）の造営である。 
 鉄滓は玄室・羨道部の礫床が途切れる位置から、床面直上で１点出土した。また、同一地点か
ら須恵器甕、杯、高坏が出土した。 
【畑ノ平古墳群（第 43 図）(勝央町)】 
本古墳群は小丘陵の三つの尾根上に築造された計 11基の円墳で構成される。報告書によると、
本古墳群は隣接する西大沢古墳群(5 世紀後半から 6 世紀初頭)とあわせて、３つの支群(A・B・C
支群)からなる。鉄滓が出土したのは B 支群の 5、7、10 号墳、C 支群の 3、4、6 号墳の計 6 基で
ある。なお、畑ノ平 C-2 号墳は全壊に近く、遺物の大半を失う。 
畑ノ平 B－7 号墳（YB－1α）墳丘は１辺 10ｍの方墳の可能性がある。内部主体は無袖横穴式
石室で、若干の撹乱がある。出土須恵器から 7 世紀前半（TK209 型式期）から 7 世紀後半（飛鳥
Ⅳ期）までの造営である。 
 鉄滓は前庭部に据えられた壷 1 点、甕 2 点とともに 29 点が出土した。 
畑ノ平 C－3 号墳（YA） 墳丘は約 8ｍの円墳である。内部主体は無袖横穴式石室で、残存状
態は良い。出土須恵器から 7 世紀前半（TK209 型式期）から 7 世紀後半（飛鳥Ⅳ期）の造営であ
る。 
 鉄滓は玄室内から 1 点が出土した。 
【大年古墳群（第 44 図）(美作市)】  
本古墳群は前方後円墳 1 基、円墳 3 基からなる。未調査の 3 号墳を除く、すべての古墳で鉄滓
の出土が認められ、いずれも周溝から出土する。 
大年 1 号墳（TB－2β） 墳丘は全長約 19ｍの前方後円墳で、後円部を中心に大幅な削平を受
ける。内部主体は不明であるが、撹乱部に石室石材のような石材が全くないため、木棺直葬の可
能性が高い。出土須恵器から築造時期は 6 世紀中頃（TK10 型式期）である。 
 鉄滓は前方部前面の周溝から、須恵器甕と蓋とともに 63 点が出土した。これらの遺物は周溝
床面より約 20 ㎝浮いた状態で一括出土し、須恵器の検討から 7 世紀中頃（飛鳥Ⅱ期）に供献さ
れたとされる。 
【奥坂遺跡群（第 45 図）(総社市)】  
本遺跡は吉備高原の南縁、鬼城山より派生する丘陵上に位置する。遺跡内に後期・終末期古墳
が分布する他に、千引カナクロ谷製鉄炉など、日本列島でも最古級の製鉄遺跡群がある。千引古
墳群は計 10 基の 7 つの支群からなり、①群の 1、2 号墳、③群の 4、5、6 号墳で鉄滓が出土した。
鉄滓はいずれも玄室内に副葬されたものである。他の②、④～⑦群では鉄滓は出土しない。 
千引 1 号墳（YA） 墳丘は直径約 9m の円墳である。内部主体は無袖横穴式石室で、石室内は 

















第 45 図 千引古墳群 
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【金武吉武古墳群 S 群（第 46 図）(福岡市)】 
 S 群は 28 基で構成されており、すべての古墳が石室床面近くまで削平される。このため、すで
に消滅した古墳も存在する可能性が高い。S 群は中心の集落域を挟んで、大きく３つの支群で構
成される。鉄滓が出土したのは、S 群南西部の支群のみであり、S5・8・11・27 号墳の計 4 基で
ある。このうち、S5・8・11 号墳は周溝を隣接するように密集する。 
吉武 S－８号墳(YA) 墳丘は直径約 11m の円墳である。内部主体は平面羽子板状の石室構造を
もち、横穴式石室の可能性が高い。出土須恵器から、５世紀後半（小田ⅠB 期・TK23 型式期）
の築造である。 
 鉄滓は玄室内から 2 点出土した。 
 吉武 S－11 号墳(YA) 墳丘は直径約 14m の円墳である。内部主体は平面長方形の石室構造(石
障あり)をもつ横穴式石室である。出土須恵器から、６世紀中頃～６世紀後半（舟山ⅢA・ⅢB 期）
の造営である。 
 鉄滓は玄室内から 1 点出土した。 
 吉武 S－27 号墳(YA)・図 192 墳丘は直径約 11m の円墳である。内部主体は単室両袖横穴式
石室で、上部を削平される。周溝出土土器から 5 世紀前半（小田ⅠA 期・TK73 型式期）の築造、 
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玄室内出土須恵器から 6 世紀中頃（舟山ⅢA 期）までの追葬である。 
 鉄滓は玄室内より 4 点出土した。 




1 号墳、Ⅴ－1号墳、Ⅵ－2～４号墳の計 5 基である。鉄滓出土古墳を含む支群は、鉄滓が出土し
ない古墳と入れ子状に分布し、かつ鉄滓出土古墳はⅥ支群に集中する状況が伺える。 
 広石Ⅲ－1 号墳（YA＋YB－１α） 墳丘は直径約 9ｍの円墳である。内部主体は単室両袖横穴




 広石Ⅵ－2 号墳(YB－１) 墳丘は直径約 14m の円墳である。内部主体は単室両袖横穴式石室で
盗掘を受ける。出土須恵器から 6 世紀後半～7 世紀中頃（舟山ⅢB～Ⅴ期）までの造営である。 
 鉄滓は閉塞石外側の前庭部から出土した。 
 広石Ⅵ－3 号墳(YA) 墳丘は直径約 8m の円墳である。内部主体は単室両袖横穴式石室で盗掘
を受ける。出土須恵器から 6 世紀末～7 世紀後半（舟山ⅣA～Ⅵ期）までの造営である。 
 鉄滓は石室内の奥壁左隅から出土した。 
 広石Ⅵ－4 号墳（YA＋YB－１） 墳丘は直径約 9m の円墳である。内部主体は単室両袖横穴式
石室で上部は削平される。出土須恵器から 6 世紀末～7 世紀中頃（舟山ⅣA～Ⅴ期）までの造営
である。 
 鉄滓は石室床面の 1 面と 2 面から、それぞれ出土した。また、閉塞位置は玄門部であり、閉塞
部前からも鉄滓が出土した。 
【羽根戸南古墳群（第 48 図）（福岡市）】 
 本古墳群は飯盛山から北東に派生する山麓上に位置する。発掘調査が実施されたのは、E・F・
H・G 群の 12 基で、空白地と築造時期の重複から６つの支群で構成されているのが分かる。とく
に E 群と G 群は完堀に近く、調査範囲内の様相が明らかである。鉄滓出土古墳は、E－1～3・9・
10 号墳、G－1 号墳、H－2 号墳の計 7 基である。鉄滓出土古墳の密度が高い一方で、鉄滓を出
土しない古墳を内包する。 
羽根戸南 E－1 号墳（YA＋YB－１） 墳丘は直径約 10ｍの円墳である。内部主体は複室両袖
横穴式石室で撹乱を受ける。出土須恵器から 7 世紀初頭から 7 世紀中頃（舟山Ⅴ期）の造営であ
る。 
 鉄滓は玄室から 9 点、墓道から 81 点が出土した。 
 羽根戸南 E－2 号墳（YA＋YB－１αβ） 墳丘は直径約 7m の円墳である。内部主体は単室両
袖横穴式石室で撹乱を受ける。出土須恵器から 7 世紀前半～7 世紀後半（舟山ⅣA～Ⅵ期）にか
けての造営である。 















第 48 図 羽根戸南古墳群 
 
 
- 86 - 
 
 鉄滓は玄室から 4 点、前室・羨道から 2 点、墓道から 8 点、墳丘から 2 点が出土した。「前庭
部の覆土上層から多量の、下層から若干量の鉄滓が出土した」との調査所見がある。 
羽根戸南 E－3 号墳（YA＋YB－1αβθ） 墳丘は直径約 13ｍの円墳（張出あり）である。内
部主体は単室両袖横穴式石室で撹乱を受けるが、遺物の出土量は多い。出土須恵器から 6 世紀末
～7 世紀末（舟山ⅣA～Ⅵ期）の造営である。 
 鉄滓は玄室 1 点、羨道 37点、墓道 35 点、墳丘 7 点が出土した。最終追葬時の閉塞石下部より
多数出土する。また、閉塞石中や墓道・前庭・石室前面南斜面からの出土も少数見られ、埋葬に
伴い繰り返し供献されたと考えられる。 
羽根戸南 E－9 号墳（YA＋YB－１β） 墳丘は直径約 10m の円墳である。内部主体は複室両
袖横穴式石室で撹乱を受ける。出土須恵器から 7 世紀初頭～7 世紀中頃（舟山ⅣA～Ⅴ期）の造
営である。 
 鉄滓は玄室から 4 点、墓道から 155 点、墳丘から 3 点、周溝から 24 点が出土した。「閉塞石前
面の 1m×1m の範囲内の床面からやや浮いた位置でまとまって出土し、床面の斜面に沿うように
同じ傾斜で約 10㎝の厚みの中から出土」との調査所見がある。 
羽根戸南 E－10 号墳（YA＋YB－１） 墳丘は直径約 10ｍの円墳である。内部主体は複室両袖
横穴式石室で撹乱を受ける。出土須恵器から 6 世紀末～7 世紀中頃（舟山ⅣA～Ⅴ期）の造営で
ある。 
鉄滓は玄室から 9 点、前室・羨道から 10 点、墳丘から 3 点、周溝から 24 点が出土した。 
 羽根戸南 G－1 号墳（YB－１） 墳丘は直径約 10ｍの円墳である。内部主体は単室両袖横穴
式石室で撹乱を受ける。出土須恵器から 6 世紀後半～7 世紀初頭（舟山ⅢB～ⅣA 期）の造営で
ある。 
 鉄滓は羨道から 6 点、墓道から 3 点、周溝から 1 点が出土する。調査所見に「石室前面の出土
が大半」の記載があるため、閉塞部前面に供献されたと判断できる。 
【大谷古墳群（第 49 図）（福岡市）】 
 本古墳群は計 10 基の円墳からなる。発掘調査がなされたのは 7 基で、4 号墳と 5 号墳が隣接
する以外は、すべて丘陵上に散発的に築造される。鉄滓が出土したのは、２・４～７号墳の計 5
基に及ぶ。また、本古墳群では鉄滓を大量に供献する事例が多い点が注目できる。 
 大谷５号墳（YA－β＋YB－１α） 墳丘は直径約８m の円墳である。内部主体は複室両袖横
穴式石室で、残りは良い。出土須恵器から７世紀前半～７世紀後半（舟山ⅣA～Ⅵ期）の造営で
ある。 
 鉄滓は玄室から 191 点、前室から 20 点、前庭部から 250 点が出土した。いずれも床面上から
の出土である。 
大谷６号墳（YA－β＋YB－１α） 墳丘は直径約 8m の円墳である。内部主体は単室両袖横穴
式石室であるが、残りが悪い。出土須恵器から 7 世紀中頃から 8 世紀（舟山Ⅴ期～ⅦA 期）の造
営である。 
鉄滓は玄室から 31 点、羨道から 3 点、前庭部から 308 点が出土した。いずれも床面上からの
出土である。 






第 49 図 大谷古墳群 
 




ら 7 世紀中頃（舟山Ⅴ期）の造営である。 
 鉄滓は前庭部の堆積土上から 240 点が出土した。 
【つつじヶ丘横穴墓群（第 50 図）（熊本市）】 
本横穴墓群は白川中流域右岸の立田山東南麓に立地し、A～S 群の 18 群、48 基で構成される。
調査地はすでに昭和 20 年代以降の造成工事により 3 段に削平されるが、本来は尾根状に張り出
した緩傾斜面である。 
 鉄滓が出土したのは C 群(1、2、3、7、8 号横穴墓)と D 群(5 横穴墓、6 号横穴、D 群前庭部)
の 2 群のみである。これらは報告者により遺構の切り合い関係や配置状況から、造墓順序が以下
のように明らかにされている。両群の造営時期は、出土須恵器から C 群は 6 世紀後半から 7 世紀
中頃（TK43 型式期～飛鳥Ⅱ期）、D 群は 6 世紀後半から 8 世紀初頭（TK43 型式期～飛鳥Ⅴ期）
にかけてである。また、他の I 群や M 群などの横穴墓群も同様に 6 世紀後半～6 世紀末にかけて
造営を開始しており、複数の横穴墓群が同時期に多数併存する状況にある。 
C－1 号横穴墓（YB－１） 玄室平面方形プラン・天井ドーム形の横穴墓で、上部を重機によ
り削平される。遺物の残りは良く、閉塞部は完存した。出土須恵器から 6 世紀末～7 世紀前半
（TK209 型式）の造営である。 
鉄滓は前庭部下層の排土中から 2 点(椀形滓片)を出土した。 
C－2 号横穴墓（YB－１） 玄室平面方形プラン・天井ドーム形の横穴墓で、閉塞部を含め完
存する。耳環と人骨を除くすべての遺物は前庭部のみからの出土で、いずれも最終閉塞に伴うも
のである。最終閉塞は出土須恵器から 7 世紀前半（TK209 型式期）である。 







D 群大前庭部（YB－１） D－1 号から D－4 号横穴墓は専有墓道～前庭部が長く設けられ、
D－1号から D－4 号横穴墓へと、順次低く造られる。D 群の存続時間は 6 世紀後半から 8 世紀初
頭（TK43 型式～飛鳥Ⅴ期）である。 
鉄滓は大前庭部右側のホ区から 33 点(鍛冶滓)が出土する。また、平面図・土層図からとくに D
－4号横穴墓の墓道床面近くに出土が集中する。 
 D－5 号横穴墓（YA） 玄室平面隅丸長方形プラン、天井ドーム形の横穴墓である。閉塞部は
よく残るが、鉄滓以外の遺物は出土しなかった。切り合い関係より、6 世紀後半から 7 世紀前半
（TK43 型式～TK209 型式期）の造営である。 
 鉄滓は玄門付近最終使用面より下部で 1 点(椀形鍛冶滓)が出土した。初葬時以前に堆積したと 









第 50 図 つつじヶ丘 D-6 号横穴 
第 51 図 浦谷 H-4 号墳 
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思われる土層の直上より出土するため、初葬時に伴うと判断できる。 
 D－6 号横穴（YB－１） 大前庭部右側に位置する埋納を目的とした横穴で、閉塞板石も完存
する。正確な時期特定はできないが、6 世紀後半から 8 世紀前半（TK43 型式期～飛鳥Ⅴ期）の
範疇である。 
横穴からは鍛冶滓 19 点、羽口先端部の溶融物 11 点、粘土汁の溶融物 10 点を数える。横穴内
部に堆積した下部の土層から鉄滓は出土しており、人為的に堆積させた可能性が高い。 
【浦谷古墳群（第 51 図）（宗像市）】 
 浦谷古墳群は H群の計 7基が発掘調査されている。鉄滓が出土したのは H－4号墳のみである。 
浦谷 H－4 号墳（YB－1β） 墳丘は削平され不明である。内部主体は単室両袖横穴式石室で、
上部を削平される。石室構造、出土須恵器から 7 世紀前半代～末（飛鳥Ⅰ～Ⅴ期）までの造営で
ある。 
 鉄滓は墓道内に堆積した土砂を掘り込んで、埋められた須恵器甕の内部から 1 点出土した。須
恵器甕の年代が 8 世紀以降のものであること、墓内の堆積土を掘り込んでいることから、追葬以
後の鉄滓供献として識別できる。 
【多久遺跡群 D 地点火葬墓群（KB－2・第 52 図）（糸島市）】 
 多久遺跡群の D 地点では、計 3 基の火葬墓が検出されている。1 号火葬墓は天井石、側石、床
石を備えた小石室で、終末期古墳と類似した石室構造をもつ。石室内部からは計 4 点の火葬蔵骨
器が出土した。火葬蔵骨器の年代は、2 点が 8 世紀前半、他 2 点が 8 世紀中頃であり、同一埋葬
施設に複数の火葬蔵骨器を追葬する。 




蔵骨器内に埋納された遺物は、火葬骨多数、礫(緑泥変岩)5 点、鉄滓 40 点である。蔵骨器は 8 世
紀末のものである。 
＜小結＞ 


















第 52 図 多久遺跡群 D 地点 1 号火葬墓 
第 53 図 福岡平野周辺の鉄滓出土古墳群 

















【Ⅰ期：定着期(５世紀中頃(TK216 型式期)～６世紀中頃(TK10 型式期))】 
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河部上原古墳群(6c 前)では、1・3 号墳で鉄滓が出土した。1号墳では同一墳丘内に 4 つの内部
主体をもつが、鉄滓が出土したのは追葬により作られた第 3 主体(木棺直葬)と第 4 主体(礫槨)のみ
である。竪穴系埋葬施設内副葬（TA）に分類されるが、1 号墳第 3 主体では鉄滓小片 2 点が出土
するに過ぎない。また、第 4 主体では小鉄塊 2 片が出土した。3 号墳では内部主体(木棺直葬)か





























＜九州地域＞ 金武吉武 S 群(5c 前～６c 中)では、内部主体(横穴式石室床面)から鉄滓(鍛冶滓)が
出土する。したがって、鉄滓の出土状況としては横穴系埋葬施設内副葬（YA）に分類される。ま







































































































































































長畝山北 4 号墳では、装着玉類に混じって 1 ㎝前後の鉄滓 15 点が出土し、遺体の胸部に盛ら
れた事例である。鉄滓は玉類の一括取り上げ後の土ふるいで見出された。また、六ツ塚 3 号墳で
は、遺体の頭部を挟むように 1 ㎝前後の鉄滓が盛られた状態で出土した。これらに対し、長畝山
北 6 号墳では棺外の墓壙（遺体の足元）から 1 ㎝前後の鉄滓 43 点が盛られた状態で出土してお
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墨書土師器が 4 点配置され、意図的に鉄滓や羽口を含めた副葬品配列を行う。 
⑥火葬埋葬施設外供献（KB） 









































































































































 【場面 2】 
①金屋子神は、西比田黒田の森の桂の木に降り立つ。 
②安部正重の猟犬が、金屋子神を発見する。 
   「このところに住いして、たたらを仕立て、鉄を吹くわざを始むべし」 
 【場面３】 
  ①安部正重は朝日長者とともに、桂の木のわきにお宮を建立する。 
    安部正成は神職に、朝日長者は村下となる。 
②高殿(たたらの建設)、金屋子神をはじめ多くの神々が参加する。 




  ①金屋子神は 7 か所のたたらを技術指導する。 
②金屋子神が、たたら間の移動時に犬に吠えられて逃げる。 
    高殿の前で地面に落ちていた麻紐に足をとられ、転死する。 
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  ③7 か所のたたらは、やりようがなくなり、嘆く。 
④金屋子神の死骸を、高殿の元山柱にくくりつけて鉄を吹く。 
    いままでどおり、よい鉄を大量につくれた。 









































 次に口頭伝承での黒不浄に関する事例を提示する。いずれも石塚 1972 よりの抜粋であり、1941
年以降のものと判断でき、金屋子神信仰の新相を示す。 
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第 54図 高殿平面図 
第 55 図 採鉱飢冶金関係神社の分布地域差 
第 56 図 金屋子神の御山 
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 第 57 図 中国地方の製鉄炉後背面に見られる「高まり」 





































１ 金屋子神信仰の研究史は、浅沼 2004 で総括している。 
２ 館 2001、目次 2004 を参考にした。 
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第 58 図 後野・山ノ神遺跡 3 号祭祀遺構 
第 59 図 金武城田遺跡の神社建築（SB30）と土器埋納遺構 




















の鳥羽遺跡（8 世紀）、島根県の青木遺跡（8 世紀中頃～9 世紀前半）で類例がある（大阪府立近















賀町 1995、久山町 2012b、江上 2012、松尾 2012）。また、岡寺良氏・山口裕平氏らにより、現
地踏査に基づく西油山天福寺跡等の平面構造の検討もなされている（岡寺 2011・2012、山口 2012、
山口・岡寺 2011）。これらの調査成果を参照すると、山岳寺院が立地する山林では、斜面掘削や






































的に複合する（第 62 図）。6 世紀後半～7 世紀前半にかけて土製勾玉・丸玉・模造鏡、ミニチュ 







第 60 図 辛野祭祀遺跡（宝満山遺跡群）出土 第 61 図 宇美中学校遺跡土坑 5 
第 62 図 鹿部山遺跡群 
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ア土器・鉄製品、滑石製船形・臼玉等の祭祀遺物が、鹿部田渕遺跡第 3・4 次、鹿部井ノ上遺跡 1・
2 区で出土しており、鹿部山西麓の広範囲に当該期の祭祀遺構が展開する状況にある（古賀市
2007b・2008a）。また、鹿部田渕遺跡第 8 次調査では、重ねられた宋銭 7 枚（「天禧通宝」初鋳

























































１ 現代的な「資源管理」という性格よりも、領内での収穫量の安定的確保を図ったものと考えられる。  
２ 実態としては、「各坊に分割された宝満山の土地は、各坊の所有と観念され、その処分が自由に行われていた」状況にあ
る（森 2008）。  
３ 桃﨑祐輔氏は糸島郡域の検討を通じて、経塚を伴う山岳寺社の多くが、主要河川の水源涵養林に占地し、山麓湧水点へ







５ 土師器甑や支脚状石材・焼土の存在をふまえると、巨岩周辺での「調理」に類した祭祀行為も想定できる。  
６ 宝満山遺跡群の検討で提示されている「遺跡の垂直分布」モデルは、周辺遺跡も含めた歴史的景観変遷（遺跡形成過程）
の理解を図る上で極めて有効な手法といえる（山村 2012）。  
７ 糟屋郡の中央に展開する若杉山遺跡群の実態は不明な点が多く、古代祭祀の有無は重要な検討課題となる。  
８ 単発的な祭祀遺構の複合と評価したが、鹿部山三峰のうち、東峰と中央峰はすでに消滅しており、追検証が困難な状況














































































































































































































































第 63 図 甘木古墳群 
















②古寺Ⅱ‐１号墳出土埴輪と堤当正寺古墳出土埴輪（第 64 図） 
 古寺Ⅱ‐１号出土埴輪については、すでに堤当正寺古墳出土埴輪との関係がすでに多くの研究







 種類 古寺Ⅱ‐１号墳では、円筒埴輪・朝顔形埴輪・盾形埴輪 
 規格 三条四段の円筒埴輪で、底部径は 20.4～20.8 ㎝である。底部高・突帯間隔・口縁部高が
おおむね 10.5～12.0 ㎝の範囲に収まり、底部から口縁まで同じ規格工具を用いて製作するⅣ群Ａ



















第 64 図 古寺Ⅱ-1 号墳と堤当正寺古墳出土埴輪 














































第 65 図 古寺Ⅱ-1 号墳出土土器群 





























Ⅴ支群が池の上 5～7･10 号墳、Ｄ‐26～28 号墓、Ⅵ支群が古寺Ｄ‐１～11 号墓、Ⅶ支群が古寺














第 66 図 古寺・池の上墳墓群の支群構成 
















































第 67 図 古寺 D-6 号・Ⅱ-7・14 号墓 











































第 68 図 古寺 D-5 号墓・堤蓮町 1 号墳 






















































第 69 図 吉武遺跡群 



































































































































































第 70 図 百合ヶ丘古墳群 
第 71 図 百合ヶ丘 4 号墳① 
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長頸鏃 19 点、独立片逆刺三角形式長頸鏃 39 点、反刃式長頸鏃 4 点、片刃箭式長頸鏃 52 点で、
片刃箭式長頸鏃が全体の 5 割近くを占める。なお、石室左袖石隅の副葬鉄鏃はすべて反刃・片刃
箭式長頸鏃で構成されている。 




 北側の曽根平野では、下吉田 32 号墳で副葬鉄鏃の組成が把握できる（財北九州市 1983）。そ
の組成は平根系撫三角形式鏃 2 点、柳葉式長頸鏃 8 点、独立片逆刺三角形式長頸鏃 28 点、片刃
箭式長頸鏃 2 点であり、わずかに片刃箭式長頸鏃の副葬が認められる。 
 山国川流域にある初期横穴墓群の上ノ原横穴墓群では、埋葬時の鉄製品組成を把握できる事例
が多い（大分県 1989～1991）。当該期の片刃箭式長頸鏃の副葬は、上ノ原５・11・15・25・30・























第 72 図 百合ヶ丘 4 号墳② 
第 73 図 豊前地域の副葬鉄鏃組成 
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第 74図 百合ヶ丘 4号墳 
出土鉄鏃 
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 竹並 A23 号横穴墓と同様に、片刃箭式長頸鏃を副葬しない古墳群も存在する。京都平野でも海
岸寄りに位置する稲童古墳群・馬場代古墳群と今川中流域に位置する古川平原古墳群である（行
橋市 2005・2011、犀川町 1997）。「古墳群」としたが、本来の鉄鏃組成が識別できるのは、実際






















































（２）鉄槍（第 76 図） 
 断片であるが、厚みが無く、左右両方に刃部を研ぎ出す点から「鉄槍」と判断した。鉄槍は同
じ周防灘沿岸に位置する稲童 8 号墳で出土している。稲童 8 号墳出土品はほぼ完形で、確実に鉄
槍として識別できる資料であり、比較対象として適切である。百合ヶ丘 16 号墳出土品は刃部最
大幅 3.8 ㎝、厚さ 0.3 ㎝で、稲童 8 号墳出土品は刃部最大幅 3.4 ㎝、厚さ 0.3 ㎝となり、極めて
類似した寸法であることが分かる。なお、稲童 8 号墳出土品には刃部に有機質の遺存はなく、鞘
の構造は不明である。百合ヶ丘 16 号墳出土品では刃部に幅 0.5 ㎝ほどの有機質の紐のようなも
のが巻かれている状況が観察できる。 
 










（４）鋸（第 76 図） 












第 76 図 百合ヶ丘 16 号墳出土鉄器 
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（５）棺外供献鉄器（第 77 図） 
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第 77図 棺外供献鉄器の事例 


























まずは、百合ヶ丘 16 号墳の棺外供献鉄器の出土状況を整理する。 











次に百合ヶ丘 16号墳の棺外供献鉄器を階層的な視点で検討する。百合ヶ丘 16 号墳は同古墳群















４．百合ヶ丘 27 号墳出土鉄製品の検討 






から、遺物の取り上げの際には鉄刀を挟む左右それぞれを A 群・B 群として取り上げている。出
土状況の写真を見る限り、東側壁際の鉄鏃群が比較的残存状況も良く、鉄鏃の本数も多い。この






















第 78 図 百合ヶ丘 27 号墳 
第 79 図 長刃鏃 4 の系統関係 





（２）長刃鏃について（第 79 図） 
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第 80 図 横穴式石室の類型 






































 両袖単室長羨道石室Ⅱ類 玄門外側に長い羨道がとりつく横穴式石室である。羨道の中間に仕 










第 81 図 遺跡分布















































第 82 図 宗像郡・鞍手郡・遠賀郡・御笠郡の横穴式






















































































第 83 図 志麻（嶋）群・怡土群・糟屋郡の横穴式石室 
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第 84 図 宗像型石室と宗像系石室の
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④小結―宗像型石室と宗像系石室の分布域― 





 第Ⅱ領域：鞍手郡・遠賀郡東部・糟屋郡中部  



































































較できる資料は限られる。しかし、墳丘での土器供献の状態を残す、新原奴山 33 号墳や東田 11
号墳では、使用する土師器の器種と形態が酷似する。墓域に持ち込む「器」の選択と墳丘供献の 








第 85 図 新原奴山 5 号墳（宗像郡） 
第 86 図 手光・南支群 2 号墳（宗像郡） 
第 87 図 東田 11 号墳（遠賀郡） 






































地的に東西へと歪に伸長する状況にある（第 88 図）。また、遠賀川流域では内陸部への流入が確 






第 88 図 高坏 Ea 出土古墳・横穴墓の分布 
第 89図 宗像市久原古墳群  （2009年 4月 小嶋撮影） 






































































































































































































（註 8）。また、2008 年の第 11 回九州前方後円墳研究会の紙上報告で提示した分類案は、その後
の検討もふまえ、大幅に修正を加えている。 











第 90 図 九州山地以北の埴輪の様相（古墳時代後期） 
第 91 図 円筒埴輪の部位名称 



































 「嘉穂型」は、2 条 3 段の円筒埴輪を主体とし、小型品（器高 40cm 前後）と大型品（器高 50cm
前後）に相対的に区分できる。口縁部高：突帯間隔：底部高の比率は、おおよそ小型品が１：１：
1.5 で、大型品が 1.2：1：1.8 となる。口縁部高の長さは数値がやや不均一となり、その特徴か
ら下からの割付がなされていることが分かる。「嘉穂型円筒埴輪」の製作工程を述べると、基底部



























【野津古墳群（第 92・93 図）】 野津古墳群で埴輪を樹立する古墳は、姫ノ城古墳・中ノ城古墳・
端ノ城古墳の大型前方後円墳３基で、中ノ城古墳の超大型品も含め、肥後南部型埴輪（Ⅳ群系 B
類）のみの単一系統で構成される。 
一般的に用いられる円筒埴輪は、底部径約 20 ㎝の 3 条 4 段（器高約 60 ㎝）のもので、中ノ城











第 92 図 肥後南部型（系）埴輪の系統関係 




【国越古墳・塚原平古墳（第 92 図）】 国越古墳出土品は正式報告が無く、実態は不明であるが、
野津古墳群出土品と基本的な要素は共通し、径や突帯形状などの細部において異なることが指摘
されている（竹中 2009）。 
塚原平古墳出土品は、底部径 20～26 ㎝の２条３段（器高約 44 ㎝）、３条４段（残存高 38 ㎝）
の円筒埴輪の２種類である。段構成は異なるものを含むものの、両者は肥後南部型埴輪として識
別できるもので、他系統の埴輪製作技術は見られない。 
【八代大塚古墳（第 92 図）】 八代大塚古墳出土品は、Ⅳ群系 A 類に属する。円筒埴輪は、底部



















は 3 個体に過ぎない。残りのよい個体は、底部径 26.7 ㎝で４条５段以上（残存高 52.8 ㎝）の比
較的大型品に属する。破片資料もふまえても、おおむね類似した大きさの円筒埴輪が主体的に用
いられたと考えられる。出土品には、押圧技法・断続ナデ技法は認められない。 
【庚申堂塚古墳（第 92・93 図）】 庚申堂塚古墳出土円筒埴輪は、出土品が少ないが、Ⅳ群系と
Ⅴ群系の 2 系統が存在する可能性が高い。 









【岡寺古墳（第 92・93 図）】 岡寺古墳出土円筒埴輪は大別して、Ⅳ群系 B 類とⅤ群系の 2 系統
が存在する。大多数を占めるのは、Ⅴ群系の資料である。 
主体となるⅤ群系円筒埴輪の全体的な形状や規格は、庚申堂塚古墳のⅣ群系円筒埴輪をやや小
型化した形状となる。Ⅴ群系円筒埴輪の規格は 2 種類あり、底部径 20 ㎝で 4 条 5 段（器高 44～





品１個体が認められる（佐賀県博 1993）。この円筒埴輪は、底部径 18 ㎝で 3 条 4 段(器高約 47 ㎝)
のもので、口縁部高：突帯間隔：底部高の各比率が 1.5：１：1.4 となる。Ⅳ群系 B 類とⅤ群系の




























第 93 図 肥後南部型（系）埴輪の形象埴輪 


























【今宿大塚古墳（第 92・96 図）】 今宿大塚古墳出土品はⅣ群系のみで構成されるが、主体とな
るⅣ群系 A 類の円筒埴輪に加えて、少量のⅣ群系 B 類の円筒埴輪が存在する（小嶋 2011b）。 






と、底部径約 20 ㎝で底部高は約 16 ㎝を測る。正確な突帯間隔は不明であるが、円形透孔の配置
から、おおよそ 10 ㎝前後と考えられる。したがって、突帯間隔と底部高の比率は、おおよそ 1：
1.6 となる。基底部のみに薄い粘土帯を用い、基底部より上部は粘土紐で巻き上げる。器壁は 1
㎝～２㎝弱と相対的に薄い。なお、色調は赤褐色を呈し、胎土には砂粒を多量に含む。 
本古墳のⅣ群系 A 類と B 類の違いは、①規格だけでなく、②色調と胎土、③成形技法（粘土紐






















【新原奴山 22 号墳（第 95 図）】 新原奴山 22 号墳出土埴輪はⅤ群系とⅣ群系Ａ類の２系統で構
成される。いずれも破片であるが、Ⅴ群系円筒埴輪片が数量的にやや多い。 
Ⅴ群系円筒埴輪の全体的な形状は不明だが、口縁部に向けてゆるやかに外反する形状で、底部
径は約 20 ㎝を測る。外面調整は刷毛工具と板状工具の 2 種類があり、斜め方向に調整方向が傾斜
する事例が多い。底部片を見ると、押圧による底部調整(倒立技法)を加えている個体も確認でき
る。また、焼成良好な個体が多く、須恵質のものも散見される。 
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第 95 図 新原奴山 22 号墳の埴輪     第 96 図 今宿大塚古墳の埴輪 
 
 
第 94 図 須多田天振天神社古墳埴輪 








状でその様相が分かる古墳は新原奴山 22 号墳のみである。新原奴山 22 号墳は近年まで中期古墳














































【狐塚 1 号墳（第 97 図）】 狐塚 1 号墳出土埴輪は、Ⅳ群系 B 類の嘉穂型埴輪のみの単一系統で





















【蛍ヶ丘横穴墓群（第 97 図）】 採集された資料は 2 点で、いずれもⅣ群系Ｂ類の嘉穂型埴輪で 








第 97 図 嘉穂型埴輪の系統関係 


















【尾畑 1 号墳（第 98 図）】 尾畑古墳出土品は大部分がⅣ群系埴輪に区分できるが、突帯間隔が
大きく乱れる資料もあり、外面調整や突帯成形方法からもⅤ群系埴輪の影響が伺える。規格が確
























第 98 図 遠賀川流域とその周辺域の埴輪 
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ｃ．穂波川流域 
【火打塚古墳（第 97 図）】 火打塚古墳出土埴輪は、Ⅳ群系 B 類の嘉穂型埴輪のみの単一系統で
構成される。確認できる資料は、すべて 2 条 3 段の円筒埴輪であるが、底部高 22 ㎝前後の大型品




【長浦古墳（第 97 図）】 長浦古墳出土埴輪も、Ⅳ群系 B 類の嘉穂型埴輪のみの単一系統で構成




【寺山古墳（第 97 図）】 寺山古墳出土埴輪は、発掘調査により大量に出土しており、その様相
が分かる好事例となる。このうち、円筒埴輪は 71 個体以上が出土しており、しかも全形が分かる





































【猫石丸山古墳（第 97 図）】 猫石丸山古墳出土品は、いずれもⅣ群系Ｂ類のみで構成され、3
条 4 段(底部径 20 ㎝、器高 52 ㎝)と 2 条 3 段の円筒埴輪(底部径 20 ㎝、器高 40 ㎝)の 2 種類があ
る。単一系統の埴輪のみで構成されるが、その製作者は大別して「外来工人」と「在地工人」の
二者が存在する（田中 1999）。外来工人は 3 条 4 段・2 条 3 段の円筒埴輪を製作しており、在地工
人は 2 条 3 段の円筒埴輪を主体的に製作する。 
なお、2 条 3 段の円筒埴輪は「嘉穂型円筒埴輪」として識別できる資料であり、形状・規格だ
けでなく、ヘラ記号も共有している。遠賀川流域の嘉穂型埴輪には見られない 3 条 4 段の円筒埴
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ｅ．玄海灘沿岸域 
【久原Ⅱ－3 号墳（第 95 図）】 久原Ⅱ－3 号墳出土埴輪はⅣ群系 B 類で、単一系統のみで構成
されている。底部径と底部高の比率は嘉穂型埴輪と類似するが、現状で確認できる円筒埴輪はす




 釣川流域に位置する久原Ⅱ－3 号墳出土埴輪は、嘉穂型埴輪と同じⅣ群系 B 類に属するが、直
接的な系譜関係を示す資料は認められない。ただし、久原Ⅱ－3 号墳出土人物埴輪は、遠賀川中
流域の目尾埴輪窯出土人物埴輪とその造形が類似しており、隣接地域との共通点が認められる（小












 彦山川系列は狐塚 1 号墳、蛍ヶ丘横穴墓群、猫石丸山古墳が該当する。穂波川系列で見られた
小型品と同規格のもののみを生産する状況にあり、大型品が確認できない。遠隔地に位置する猫
石丸山古墳の円筒埴輪も、彦山川系列の小型品のみを基礎にしており、大型品を含んでいない状











る。火打塚古墳の石室は、川島 3 号墳・上臼井日吉古墳・大門 8 号墳等の石室と同時期に位置づ
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けられ、TK10 型式期の築造と考えられる（田村 2009・小嶋 2012b）。遠隔地に位置する猫石丸山
古墳では、形象埴輪群の破片と同一層位で TK10 型式のハソウが出土しており、初葬時の供献土器
として識別されている（田中 1998）。つまり、嘉穂型埴輪は現状で最新相と位置づけられる寺山
古墳も含め、TK10 型式期～MT85 型式期までの限られた期間で生産される状況にある。 
 最後に上記の検討をふまえ、各系列の埴輪工房の数を想定する。穂波川系列は寺山古墳・長浦
古墳の１工房で、上流域の火打塚古墳も含めると 2 工房が想定できる。彦山川系列は狐塚 1 号墳
























































































































































第 99 図 福岡平野周辺首長墓にみる石室の多系統性 

























































































８ Ⅳ群系・Ⅴ群系については鐘方 1999、日置窯系については十河 2003・井上 2008、嘉穂型については岸本 1996・2000・
2004、円筒埴輪の製作工程・突帯製作技法について藤井 2003 の研究成果を参考にしている。 
９ 小嶋 2008 の紙上報告では、Ⅳ群系Ｂ類を「底部高が突帯間隔よりも大幅に高い」と規定したために、分類基準が曖昧で
あった。本稿ではこの点を見直し、系統分類を再整理している。 
10 埴輪と石製表飾に加えて、木製表飾等の有機質素材を用いた墳丘表飾も用いられていた可能性もある。 



































れ、広域での様相把握がなされてきている(金田 1999、瀬川 2005a、佐藤 2007)。また、亀田修
一氏、保元良美氏らにより、韓半島での釘・鎹の地域差が認識されはじめ、日本列島への伝播の





























で、新来の緊結技術である「釘付」を応用する。部材が、蓋板 1 枚、側板 2 枚、小口板 2 枚、底
板 1 枚が基本的な構成となる。遺構の上では、釘の出土が最大の指標となる。平面規模は長さ 2m
前後、幅 60～70cm 内外を標準とし、個体差が少ない。 
 なお、「釘付式木棺」が普及した畿内地域の様相を見ると、一つの木棺に使用された鉄釘の数は、
旭山 E9 号墳で 32 点、太平寺 3 支群 8 号墳(第 1 棺)で 27 点などが最多の事例となり、寺口忍海
H－15 号墳で 7 点、同 H－16 墳で 8 点などが最少の事例となる。畿内地域では、一つの木棺に











































































第 100 図 釘の頭部形態分類図 
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５．分析 
 管見では、筑前の鉄釘出土古墳群は 22 箇所で確認できる。ここでは代表的な事例を取り上げ、
個別事例の検討をふまえ、その様相を把握する。 
【乙植木古墳群】 
 福岡平野東部と隣接する糟屋南部の須恵川北岸の低丘陵(標高 35m)上に位置する。 
 乙植木古墳群は 8 基の円墳で構成され、ⅠB 期(TK208～47 期)に造営される。ただし、4 号墳
のみはⅢB 期に築造された後期古墳で、時期差が大きい。 
 鉄釘は 3 号墳で 12 点、7 号墳で 2 点出土した。3 号墳出土鉄釘の頭部形態はⅣa 類だが、3 号
墳出土品はすべて全長 3cm未満で、棺釘に使用された可能性は低い。3号墳はⅠB 期の築造だが、
造営期間は長くてもⅡ期(MT15 期)までと考えられる。7号墳出土鉄釘の頭部形態はⅠa類である。
7 号墳はⅠB 期の築造で、単葬の可能性が高い。ただし、ⅣA 期の須恵器杯身が 1 点出土してお
り、何らかの再利用の可能性を残す。 




【金武乙石古墳群 H 群(夫婦塚古墳)（第 101・102 図）】 
 福岡平野西部の室見川流域西岸に位置する。本古墳群は日向峠付近に発する日向川によって形
成された扇状地にあり、古墳の南側は比高差 17m の急斜面となる。 
 金武乙石古墳群 H 群は 2 基の方墳で構成され、古くから「夫婦塚」と称されて認知されていた。 
 鉄釘は H-1・2 号墳の両方で出土した。H1 号墳では鉄釘 19点、環座金具 7 点が出土した。こ
れらは羨道床面に残存した敷石の隙間で検出された。鉄釘の頭部形態はすべてⅣa 類である。環
座金具のうち、座金が残る 4 点はいずれも同形態のため、一つの棺に 4 つ以上の環座金具が付属
した可能性がある。ただし、円環の外径・断面径には個体差があり、注意が必要である。H-2 号






 H-1 号墳はコの字状に周溝が巡る方墳で、墳丘規模は 21.5×22m に復元できる。H-2 号墳もコ
の字状に周溝が巡る可能性が高い方墳で、墳丘規模は 35×32m の二段築成に復元できる。両古
墳は福岡平野全体でも、最大規模の方墳で、本地域の最有力首長墓の一つである。また、H-1 号
墳周溝からは新羅土器(壺)１点が出土した。近隣にある浦江古墳群 A1 号墳(ⅢB～ⅣA 期)でも、
不確実ながら玄室撹乱土中から鉄釘 2 点(Ⅳa 類)が出土した。浦江 A1 号墳は、直径 25m の円墳
で石室には彩色壁画を有する有力古墳の一つである。 
【三郎丸古墳群 B 群】 
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第 101 図 金武乙石 H-1 号 第 102 図 金武乙石 H-2 号墳 
第 103 図 堤ヶ浦 8 号墳 




 三郎丸古墳群 B 群は総数 19 基で構成されるが、分布状況は散漫で、その実態は 1～4 基程度の
8 つの支群で構成される。16・17 号墳を除く範囲は、すべて全掘されたが、調査開始前に 5・10・
18・19 号墳は破壊された。 
 鉄釘が出土したのは、B2・8・9 号墳である。B2 号墳では 10 点、B8 号墳では 21 点、9 号墳
では 3 点の出土である(註 1)。鉄釘の頭部形態は、すべてⅣa類である。鉄釘は玄室あるいは閉塞
内から出土したが、いずれも原位置を留めない。B2 号墳はⅥ期、B8 号墳はⅣB～ⅦA 期、B9 号
墳はⅤ～Ⅵ期の造営である。 
 鉄釘が出土した B2 号墳は隣の古墳(B3 号墳)と直線距離で 40m 程度離れ、尾根線も異なり、別
の支群と理解できる。なお、B3 号墳では新羅土器の壺 1 点が出土する。B8・9 号墳はほぼ隣接
し、同じ墓道を共有する可能性が極めて高く同一支群と判断できる。分布図上で同じ支群に復元
可能な B18 号墳は消滅したため、状況がわからない。いずれにせよ、発掘調査がなされた他の 5
つの支群では、釘付式木棺の使用は確認できない。また、本古墳群では閉塞外側での鉄滓供献が
目立ち、1・3・4・6～9・11～13 号墳と計 10 基で鉄滓が出土した。これは発掘調査がなされた
古墳群中の約 8 割に達する。 
【席田青木遺跡第 1 号墳】 
 福岡平野東部を流れる御笠川と須恵川に挟まれた月隈丘陵(標高 150m)の先端部に位置する。 
 古墳は谷部地形の最深部にあり、真南に開口する。古墳周辺の尾根は全掘されたが、他の古墳
の形跡がなく、単独墳と理解してよい。墳丘は 12m 前後で、無袖横穴式石室である。 
 鉄釘は 15 点出土し、いずれも玄室下層で見つかった。鉄釘の頭部形態はすべてⅣa 類である。
また、環座金具が 3 個体分出土しており、1 つの釘付式木棺に 4 つの棺飾りが取り付けられてい
た可能性が高い。古墳出土須恵器はⅤ～Ⅵ期のもので、無袖横穴式石室のため、羨道での追葬の
可能性を残すが、奥壁側から鉄釘が出土するため、初葬時に釘付式木棺が使用されたと考える。 
【堤ヶ浦古墳群（第 103 図）】 




 堤ヶ浦古墳群は 29 基でなり、発掘調査では 1～20 号墳が調査された。これらは立地と築造順、
造営期間から、尾根上に位置する 1～3 号墳、尾根先端側の 5～8 号墳、谷部奥側の 9～12 号墳の
おおよそ三つの支群に分かれる。 
 鉄釘が出土したのは、8・10・12 号墳である。8 号墳では 18 点以上出土し、かつほぼ原位置を
保つ状態で出土した。8 号墳出土の鉄釘は一つの棺に使用されたもので、単体埋葬の可能性が高
い。10 号墳では 1 点、12 号墳では 3 点のみで、いずれも羨道や閉塞からの出土である。8 号墳
はⅤ～Ⅵ期、10 号墳はⅢB～Ⅵ期、12 号墳はⅢB～Ⅵ期の造営である。10・12 号墳では長期間
の造営で、10 号墳の被葬者数は 5 体以上、12 号墳の被葬者数は 3 体以上となり、釘付式木棺の
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使用時期は特定できない。鉄釘の頭部形態は 8・12 号墳出土品がⅣa 類、10 号墳出土品がⅠa類
である。 





上、同じ支群と想定可能な 5～7 号墳は、ⅢB～ⅣA 期の短期間に築造され、8 号墳とは築造時期・
契機が異なる。7 号墳は 8 号墳と同じ左片袖横穴式石室を採用するが、玄門に仕切石を敷設し、
玄室規模が在地石室と同じなど、平面形を除く石室構造は在地古墳と同じとなる。後続する 5・6




鉄釘が出土した 10・12 号墳は隣接し、推定墓道の共有から同じ支群となる。12 号墳では墓道内
に供献された土器群に百済土器(壺)1 点が含まれていた。また、本古墳群では鉄滓や須恵器焼台が
古墳に持ち込まれており、異なる性格の生産余剰物の供献が見られる。 
【王城山古墳群 C 支群】 
 福岡平野東部の御笠川流域東岸の乙金山(標高 271m)西山麓に位置する。炭焼峠を挟んで北側に
は月隈丘陵(標高 150m)がのびる。乙金山山麓には、数多くの群集墳が造営されている。 
 王城山古墳群は 34基でなるが、標高 50m～90m にかけて宅地造成により大規模な破壊を受け、
消失した古墳もある。本古墳群は地形上で 3 群に区分される。A 群は 5 基の円墳、B 群は 4 基の
円墳、C 群は 28基の円墳で構成される。このうち、B 群ではⅣA 期以降の須恵器が多数採集され
ており、古墳時代後期以降の群集墳と想定される。発掘調査報告があるのは、C 群(総数 28 基)
の中央部分に位置する 18 基である。これらは立地状況から、１・2 号墳、3～10 号墳、11～16
号墳、17 号墳、18号墳の４つの支群で構成される。 
 鉄釘が出土したのは、C3・5・12・14 号墳である。C3 号墳では 1 点、C5 号墳では 3 点。C12
号墳では 8 点、C14 号墳では 3 点のみの出土であり、極めて遺存状態が悪い。鉄釘の頭部形態は、
基本的にⅣa 類で、5 号墳出土品のみⅡc類を含む。鉄釘は玄室内から出土したが、いずれの古墳
も盗掘を受け、原位置から動く。ただし、C14 号墳は 1 体分の棺しか置く空間がなく、初葬時の
埋葬に釘付式木棺が使用されたと判断できる。C14 号墳の築造時期はⅤ期である。また、C5 号




 C 群では 4 基の古墳で新羅土器が出土し、鉄釘と支群を同じくするだけでなく、半数が同じ古
墳から出土する(註 4)。新羅土器の大半は周溝から出土したため、厳密な帰属古墳を認定できない






【牛頸後田古墳群（第 104 図）】 
 福岡平野東部の御笠川流域西岸の牛頸山(標高 449m)北山麓に位置する。周辺には牛頸窯跡群が
高密度・広範囲に展開する。 
 牛頸後田古墳群は 11 基で構成され、すべて発掘調査がなされた。これらは立地状況から、1～
9 号墳、10 号墳、11 号墳の三つの支群で構成される。牛頸周辺の群集墳では、群中で最大規模の
古墳が、通常の古墳とやや離れて立地する。本古墳群中では 10 号墳が上位階層墓となる。 










【三沢古墳群（第 105・106 図）】 
 筑後平野北西端部の背振山系から東に派生する丘陵先端部に位置する。周辺は小規模の開析谷
で多くの独立丘陵に分けられ、複雑な地形となる。 
 三沢古墳群は現状で 67 基が把握され、5 世紀後半の古式群集墳から 7 世紀の終末期群集墳まで
複数の支群が包括的に含まれている。鉄釘出土古墳はいずれも丘陵の各所で散発的に築造される
状況にある。 
 鉄釘が出土したのは、30・33・42・44・49・54・55・58・64・67 号墳の計 10 基であり、と
くに注目できる 54・58 号墳のみ叙述する。なお、鉄釘の頭部形態はⅠb類とⅣa 類が主体となる。 
58 号墳では頭部形態が判別可能な鉄釘では、Ⅰb 類が 22 点、Ⅲ類が 14 点、Ⅳa 類が 16 点の






 54 号墳では鉄釘 12 点が出土した。頭部形態はⅠb 類とⅣa 類の二つがあり、58 号墳の事例を
参照すると、それぞれ別個の木棺に使用された可能性が高い。本古墳も時期特定可能な土器が無 
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③渡来系遺物出土古墳：王城山古墳群 C 群 




















 両氏の仮説は支持でき、牛頸後田 10 号墳の「釘付式木棺」に埋葬された人物は、実際に牛頸
窯跡群内の一つの操業単位(燃料の確保、須恵器の製作、窯の操業、仕分け)を統率する存在であ
った公算が高い。 

























産の「すみ分け」が、ⅣA 期以降に成立する(小嶋 2009b・c)。 
また、7 世紀前半には、「那津宮家」との関連で注目される三本柱柵に囲まれた総柱建物群が建
造されている(米倉 1993)。米倉秀紀氏によると、「同種の遺構は有田の台地全体で 8 ヶ所検出さ
れており、台地のもっとも北の遺構では、6 世紀末～7 世紀初頭頃の住居を切っているためそれ
以降に構築されている。また同種の遺構がある博多区比恵遺跡でも 7 世紀前半代のものもある」。 
博多湾沿岸地域の集落動態を検討した石井陽子氏の整理成果もふまえると、6 世紀末～7 世紀前
























１ 三郎丸古墳群 B 群での鉄釘出土数は報告書掲載の Tab．2 三郎丸古墳群出土金属器一覧 (p93)に依拠し、鉄滓出土数は長






４ 九州前方後円墳研究会の発表資料(p158-図 32)で、誤って参考資料(報告書 Fig．23-74)を掲載したので訂正する。参考用
に掲載された資料で、王城山 C5 号墳で出土した資料ではない。  
５ 近世たたらでの「村下」のように、鉄生産の技術(習俗を含め)に習熟した人物は、存在したと考える。  
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 第 107 図 大宰府政庁Ⅰ期建物の層位関係 
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第 108 図 長屋王家木簡 



































































































































































で発見された（高橋 2012）（第 109 図）。通称「嶋評」木簡は、糸島半島に設定された嶋評の戸
籍作成に用いられた書類と考えられている。嶋郡ではなく、嶋評と記されることから、大宝律令
（701 年）以前に作成された可能性が高い。あわせて「進大弐」という記述から、天武天皇一四
年（685 年）の冠位制度の冠位が用いられていることが分かる。この 2 点をふまえると、木簡作
































第 109図 国分松本遺跡第 13次調査出土木簡 















































































第 110 図 昭和九年（1934）二月二日付『九州日報』の記事 
 
 






































（第 112・113 図）。鏡山猛氏は礎石群（ＳＢ5000）の測量調査を実施し、出土瓦の検討や東大寺 
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第 111 図 大宰府遺跡蔵司地区位置図 
第 112 図 昭和八年（1933）発見の礎石建物 SB5000（蔵司地区） 
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第 113図 『文政三年庚辰年三月観世音寺村之内旧跡礎現改之図』に描かれた蔵司礎石群（左） 
第 114 図 蔵司地区出土被熱鉄製品と関連遺物 
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第 115 図 大宰府史跡第 205 次調査出土鉄製品(番号 1～40 が被熱遺物、番号 42 は鉄塊) 
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６．被熱遺物の観察所見 





【鉄鏃（第 116～119 図）】 鉄鏃の断片は現状で 1,670 点を確認している。その組成は長頸鏃の
みで構成され、現状では平根系鉄鏃(圭頭斧箭式・方頭斧箭式など)は確認できていない。刃部形

































第 116 図 被熱鉄鏃① 
 
第 117 図 被熱鉄鏃② 
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第 120 図 被熱鉄
第 121 図 被熱小札 
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ただし、綴紐や縅紐などの有機質部材はすべて焼失している。 
【鉄釘（第 120 図）】 頭部を片側に折り返した形状のものを２点確認した。建築釘にしては短
く細いため、木箱などの結合に使用された可能性が高い。他の鉄製品と同様に原形を保ちつつも、
半融状態にある。他個体との溶着痕跡や結合対象物の痕跡はない。 
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第 125 図 被熱瓦（鉄塊付着）①      第 122 図 被熱鉄刀・刀子 
 
第 124 図 鉄鏃付着鉄滓        第 123 図 矢柄状有機質包含鉄滓 
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第 127 図 被熱瓦（斜格子目瓦）③   第 126 図 被熱瓦（縄目瓦）② 
 










第 130 図 大宰府史跡第 205 次調査出土被熱鉄製品含有瓦・炉壁・被熱瓦 


















































年代について検討する。遺構出土被熱遺物は、SD320・SE2503(大宰府史跡第 14 次調査 )と
SX4692(大宰府史跡第 209 次調査)で出土した。 
 SD320 は大宰府政庁前面官衙の不丁地区官衙の西限区画溝である。被熱した鉄鏃束 4 点が中層
から出土した。同一層位で供伴した土器層から、10 世紀に埋没したと考えられる。SD320 の被
熱鉄鏃は、北側に隣接する蔵司地区から流れ込んだものと考えられる。 
SE2503 は SD320 埋没後に掘削された井戸であり、その埋没時期は SD320 よりも降ることが
確実である。SE2503 からは被熱した鉄鏃束 2 点が出土しており、自然な流れ込みの可能性は低
い。井戸を埋める際に、付近の土砂に混じって埋まった可能性が高い。 
SX4692 は蔵司丘陵の南東端に位置する土坑である。範囲確認調査のための遺構上面の掘削で







































































































  第 132 図 弓の各部名称     第 133 図 両頭金具の各部名称 
 
 






第 131 図 大宰府史跡第 212 次調査出土の被熱両頭金具 
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いた厚葬墓)となる(註２)。福岡県下の初現的事例では、古寺Ⅱ-19 号墳(朝倉市)、立山山 23号 










第 135 図 古墳時代の弓 
第 137 図 X 線 CT スキャナを利用した両頭金具の観察 




































 両頭金具は、大宰府史跡第 212 次調査(蔵司地区)で出土した。いずれも、鉄鏃や甲冑などの鉄
製品の破片に混じった状態で見つかった。現在確認している資料は、すべて古代大宰府の遺構の
上面に堆積した包含層から出土している。 
















































































































縅孔」の存在を重視すると、この年代幅の中でも 8 世紀後半以前に製作されたと考えられる。 
 
②出土品の組成 
 部位判別が容易な腰札の札幅を見ると、大別して２種類(1.7 ㎝、2.9 ㎝)があり、最大で２倍近
く札幅が異なる。また、先に述べたように小札の「縅孔配列」には２種類があり、「縅技法」が異
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 第 138 図 大宰府政庁跡出土小札① 





第 139 図 大宰府政庁跡出土小札② 



























































第 141 図大宰府政庁跡出土小札④ 


























































【基壇整地土】 後殿基壇整地土(第 15 次調査区)、中門基壇整地土(第１次調査区)、南門基壇整
地土(第１次調査区)、南門築地基壇の整地土(第１次調査区) 




土(第 15 次調査区)、後殿南側基壇化粧掘り方埋土(第 49 次調査区)、回廊北側基壇化粧掘り方埋
土(第 30 次補足調査区) 


























































































調査の結果、Ⅰ期（7 世紀後半）、Ⅱ期（7 世紀末～8 世紀中頃）、Ⅲ期（8 世紀中頃～後半）の大




御原郡では、現在までに上岩田遺跡（7 世紀）、小郡官衙遺跡（7 世紀後半～8 世紀後半）、下高










埋土から「鉄鏃千余本」が掘り出されたという情報のみである（第 146 図）。 
小郡官衙Ⅲ期建物は、8 世紀中頃～8 世紀後半に造営されており、溝 815 の掘削時期である 8
世紀中頃が、鉄鏃群の下限年代の一つの定点となる。ただし、鉄鏃群は溝 815 の掘削直後に投棄
されたというよりも、その埋没過程で投棄された可能性がより高い。したがって、小郡官衙Ⅲ期
建物の廃絶時期である 8 世紀後半という年代も重要視できる。 
 
（２）鉄鏃の残存状況 




第 145 図 小郡官衙遺跡 




















系鉄鏃と識別できるのは 1 点のみで、その可能性がある資料を含めても 5 点に満たない。 
【鑿箭式長頸鏃】 
 刃部の破片で 71 点を確認している。このうち、箆被形態が識別できるのは 36 点で、35 点が




















第 146 図 小郡官衙遺跡出土鉄鏃 
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遺跡出土品は、鑿箭式が 71 点(81％)、片刃箭式が 22 点(18％)となり、平根系鉄鏃では三角形
式が 1 点(１％)のみ確認できる。また、箆被形態に着目すると、蔵司地区では棘箆被が 89 点、
関箆被が 3 点となり、小郡官衙遺跡出土品では棘箆被 208 点、関箆被が 8 点となる。したがっ




148 図）。津野仁氏の集計によると、正倉院伝世品のうち、鉄鏃小形式が判別できる 3542 点の
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第Ⅲ部第 7 章で述べたように、685 年段階の筑紫大宰は、水城以南の四王子山南西麓を本拠地
としたと考えられ、後の大宰府と直接的な系譜関係を有したと考えられる。律令体制の充実を物































































１ 平成 22 年度段階の集計結果であり、出土総数は大幅に増加しているが、鉄鏃の組成比率に
大きな変化はない。また、平成 25 年度段階でも平根系鉄鏃は 1 点も確認できていない。 











































































は、舟山ⅣA・ⅣB 期（6 世紀末～7 世紀前半）を画期として、福岡平野東部の山麓域で牛頸窯跡
群が周囲の須恵器窯を集約化したかのように牛頸窯跡群の操業窯数が増加する。この福岡平野東
部では鉄滓出土古墳の分布は希薄となり、山林資源の利用を競合する須恵器生産と鉄生産が「す
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